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第 27 回　龍ケ崎市民文化芸術フェスティバル

11 月５日は龍ケ崎教育の日　11 月は龍ケ崎教育月間

危険な老朽空家等の解体費の一部を補助します！

平成 29 年度決算の状況

＊『りゅうほー』では、平成から新元号に移行するまでの間、暫定処置として西暦を併記しています



 平成 30 年 10 月後半号 － 2 －

■問い合わせ：文化会館☎ 64-1411 ／歴史民俗資料館☎ 64-6227 ／中央図書館☎ 64-2202

10月24日（水）～11月23日（金・祝）
文化会館・歴史民俗資料館・中央図書館

ステージ
　文化会館・大ホール

展示　文化会館 他
9:00 ～ 17:00

最終日は 16:00 まで

龍ケ崎市小・中学校作品展
▶場所：中央図書館

11/16（金）～ 18（日）9:30 ～ 16:30

郷土作家展「髙橋好文・中敬子」展
▶場所：歴史民俗資料館

10/27（土）～ 11/11（日）9:00 ～ 17:00

芸能祭
10/27（土）9:30

絵画・ちぎり絵展
▶場所：小ホール

10/24（水）～ 28（日）

吟詠 ･津軽三味線
民謡のつどい

10/28（日）11:00

ウッドバーニング・工芸展
▶場所：ロビー

10/24（水）～ 28（日）

市民
レクリエーションまつり

11/3（土 ･ 祝）13:00

写真展
▶場所：ロビー

10/31（水）～11/4（日）

龍ケ崎市小学校
中学校音楽祭
11/7（水）9:00

盆栽展
▶場所：小ホール

11/1（木）～ 3（土・祝）

無料映画上映会
「劇場版ポケットモンスター

みんなの物語」
11/10（土）① 10:00 ② 14:00

洋らん展
▶場所：小ホール

11/9（金）～ 11（日）

歌謡舞踊と
小曲のつどい

11/11（日）10:30

いけばな展
▶場所：ロビー

11/10（土）・11（日）

龍音祭Ⅰ
11/17（土）12:30

幼稚園・保育園児絵画展
▶場所：ホワイエ

11/10（土）～ 15（木）

体験
　文化会館

いけばな体験教室
▶場所：ロビー

11/11（日）13:00 ～ 15:00
先着 15 人

洋舞
11/18（日）11:30

書道・短歌・川柳展
▶場所：小ホール

11/17（土）～ 23（金 ･ 祝）

竹細工教室
▶場所：ロビー

10/28（日）10:00 ～ 15:00
先着 20 人

茶会
▶場所：和室・小会議室

11/17（土）10:00 ～ 15:00
２席 600 円

龍音祭Ⅱ
11/23（金 ･ 祝）9:30

篆刻展・団体展示
▶場所：ロビー

11/17（土）～ 23（金 ･ 祝）

テーブルフラワー教室
▶場所：小ホール

11/10（土）① 13:30 ② 14:30
先着各 10 人・500 円

篆刻の作り方教室
▶場所：ロビー

11/18（日）10:00 ～ 15:00
先着 20 人

■主催：公益財団法人龍ケ崎市まちづくり・文化財団　　■主管：龍ケ崎市民文化芸術フェスティバル運営委員会
■協力：龍ケ崎市文化協会／龍ケ崎市レクリエーション協会／龍ケ崎市音楽協会　　■後援：龍ケ崎市／龍ケ崎市教育委員会

月曜
休館
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■日程：10月 27日（土）～11月 11日（日）
■場所：歴史民俗資料館　■休館日：月曜日

略歴
1933 年 茨城県生まれ
1952・1953 年 独立展出品

1955 ～ 1962 年 創元会展出品／創元会賞など受賞２回／安井賞展出品２
回／個展１回／グループ展６回／第２回シェル賞展佳作

1962 年 創元会退会（会員）
1962 ～ 1965 年 グループ泱土展結成・展【文春画廊】
1964・1971
1976・1981 年 毎日新聞社現代美術展出品

1966・1967 年 ２人展【文春画廊／櫟画廊】
1968 年 ５人展
1970 年 ヨーロッパ
1981 年 グループＶ企画個展【櫟画廊】

1968 年～ グループＶ展出品／櫟画廊、シロタ画廊、夢土画廊／ギャ
ラリーＴ／水戸相馬画廊にて活動

2009 年 ２人展【取手とうきゅう／中敬子】
2016 年 個展【ギャラリー芙蓉】
現在 日本美術家連盟会員、グループＶ会員
県芸術祭展優賞、第７回県展選抜展／第７回芸術祭中村彝賞など（出品委嘱）

略歴
1923 年 東京都生まれ
1945 年 多摩美術大学油絵科卒業
1946 年 日展初入選、以後９回出品
1947 年 女流画家協会展第２回から会員となる

1950 年

創元会会員
創元会第二賞受賞
現代美術総合展（東京都主催、朝日新聞社後援）招待出品
毎日新聞社連合展出品（創元会会員として）
グループ展
安井賞展出品１回

1962 年 創元会退会

1995 年～ 女流画家協会会員として活動
旧軌会展（多摩美同窓生）

2009 年 ２人展【取手とうきゅう／髙橋好文】

髙 橋  好 文
T a k a h a s h i  K o u b u n

中  敬 子
N a k a  K e i k o

「帰路」F60 サイズ／中敬子

「２つ・２つ」F80 サイズ／髙橋好文

第 27 回　龍ケ崎市民文化芸術フェスティバル
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11 月５日は龍ケ崎教育の日
11月は龍ケ崎教育月間

～学校で、家庭で、地域で、取り組みにぜひご参加ください～

■問い合わせ：文化・生涯学習課青少年育成グループ☎内線 233

教育講演会にご参加ください！「龍崎孝氏講演会」

募集しました！「親子でつくる給食献立」「家族へのメッセージ」

　龍ケ崎市教育委員会では、明日の龍ケ崎市を担う心豊かでたくましい子どもたちを育成するため、11 月
５日（いい子の日）を「龍ケ崎教育の日」、11 月を「龍ケ崎教育月間」と定めています。
　市ではこの教育の日を「市民一人一人の、教育に対する関心と理解を深める日」と位置付け、学校・家庭・
地域社会がそれぞれの「役割」を見つめ直すことで三者の連携を図り、教育に関するさまざまな取り組みを
進めています。

　TBS テレビ「あさチャン！」「はやドキ！」「上田晋也のサタデー
ジャーナル」などのコメンテーターでおなじみの龍崎氏による講演会。

オープニングに馴馬台小学校金管バンド「アニマート」による演奏も行いま
す。入場無料・予約不要。ぜひご来場ください！

※この講演会は「まちづくりポイントシール」対象活動です

■日時：11月 24日（土）午後２時から／午後０時 45分開場
■場所：文化会館・大ホール
■講師：流通経済大学スポーツ健康科学部教授・ジャーナリスト
　　　　龍崎孝氏

★親子でつくる給食献立　今年度のテーマは『「まごわやさしい」食品を３種類以上使ったメニュー』

　小中学生の親子から、それぞれの家庭での特徴
やアイデアが感じられる献立がたくさん集まりま
した。応募いただいた献立の中から入賞作品を決

定し、表彰します。
　最優秀賞などのレシピは、
実際の給食のメニューとして
採用されます。

「まごわやさしい」食品とは？

★家族へのメッセージ

　各家庭で、子どもや家族を大切にする気持ちや感謝の気持ち・思い・感じていることな
どを手紙の形で伝え合いました。応募作品は、市公式ホームページや市役所内に掲示して
紹介する予定です。市役所ロビーでの掲示は 11 月中旬～下旬を予定しています。

講師略歴：1960 年神奈川県出身。横浜国立大学卒業、横浜市立大学大学院都市社会文化研究科博士後期課程修了。
1984 年毎日新聞社に入社。1995 年に東京放送（現 TBS テレビ）入社後は、政治部デスク、JNN モスクワ支局長、
JNN 三陸臨時支局長、政治部長、解説委員を歴任し、2016 年に退社。2016 年４月から流通経済大学スポーツ健
康科学部教授就任。

『子どもたちが「夢」を持ち、「生きる力」をはぐくんでいくために』
―私たち大人ができること、伝えたいこと―

龍崎孝氏

●まめ→豆製品
　ま→ごまなどの種実類
●わかめ→海藻類
●やさい→野菜類
●さかな→魚類
●しいたけ→きのこ類
●いも→イモ類

11 月５日は龍ケ崎教育の日　11 月は龍ケ崎教育月間
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■
対
象

　

空
家
等
の
所
有
者
・
相
続
人
／
市
税
な
ど
に
滞

納
の
な
い
方
／
暴
力
団
や
そ
の
関
係
者
で
な
い
方

※
こ
の
補
助
制
度
は
個
人
が
対
象
で
す
。
法
人
は
申
請

で
き
ま
せ
ん

■
対
象
空
家
な
ど

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

❶
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
以
下
「
法
」
と
い
う
）
第
12
条
の
規
定
に
よ

り
市
か
ら
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
促
進
を
求

め
ら
れ
た
際
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
た
め

の
措
置
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る

❷
特
定
空
家
等
で
法
第
14
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

助
言
ま
た
は
指
導
を
受
け
、
か
つ
、
同
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
勧
告
を
受
け
て
い
な
い
も
の

❸
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
、
補
助

対
象
空
家
等
・
同
一
敷
地
内
の
建
築
物
・
そ
の

敷
地
が
１
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

❹
個
人
が
所
有
す
る
も
の

❺
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

❻
公
共
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
も
の

❼
解
体
工
事
な
ど
に
伴
い
、
他
の
補
助
金
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
も
の

　

た
だ
し
、
空
家
等
が
通
学
路
に
面
し
、

倒
壊
し
た
場
合
に
通
学
路
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
公
益
上
特
に
必
要

が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
も
の
は
、
補
助

対
象
空
家
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
経
費

◦
補
助
対
象
の
空
家
等
の
解
体

◦
解
体
に
係
る
仮
設
工
事
費

◦
廃
材
な
ど
の
運
搬
・
処
分
・
整
地
（
砕
石
敷
均

な
ど
の
舗
装
費
用
は
除
く
）

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
２
分
の
１
・
50
万

円
を
上
限

■
注
意
事
項

　

必
ず
解
体
工
事
着
手
前
に
補
助
金
の
交
付
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
前
に
工
事
に
着
手
し

た
場
合
は
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
著
し
く
有
害
と
な
る
空
家
等
の
解
体
を
促
進

す
る
た
め
、
解
体
工
事
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

解
体
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
！

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
：
交
通
防
犯
課
防
犯
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
内
線
４
９
３

■
問
い
合
わ
せ
：
交
通
防
犯
課
防
犯
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
内
線
４
９
３

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
地
域
団
体
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
の
住
民
自
治
組
織
（
区
・
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
）、
商
店
会
、
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
（
一
定
の
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
）

■
要
件

❶
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
組
織
さ
れ
、
補
助
金
の
交
付
申
請
を
す
る

時
点
で
１
年
以
上
地
域
で
継
続
的
な
自
主
防
犯
活
動
の
実
績
が
あ
り
、

今
後
も
一
層
の
活
動
が
見
込
ま
れ
る
団
体

❷
設
置
・
管
理
運
用
な
ど
に
関
し
て
、
要
綱
の
基
準
を
遵
守
で
き
る
団
体

❸
補
助
金
の
交
付
申
請
を
行
っ
た
年
度
内
に
設
置
に
着
手
し
、
完
了
で
き

る
団
体
な
ど

■
対
象
経
費

❶
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
購
入
費

❷
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置
工
事
費

❸
『
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
』
な
ど
の
標
示
板
な
ど
の
購
入
費

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
１
台
に
つ
き
20
万

円
ま
で
／
１
つ
の
地
域
団
体
に
つ
き
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
３
台
ま
で
を
限
度

■
注
意
事
項

　

補
助
金
を
活
用
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
交

通
防
犯
課
と
の
協
議
が
必
要
で
す

危険な老朽空家等の解体費の一部を補助します！／防犯カメラ設置費用の一部を補助します！
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平成 29 年度決算の状況平成 29 年度決算の状況 ■問い合わせ：財政課
　財政グループ☎内線 358

　平成 29年度決算の収支状況は全ての会計で黒字となり、実質収支は平成 28年度と同水準で推移しました。
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による判定も「健全段階」を維持しました。平成 29年度決算
の状況をお知らせします。

　平成 29 年度の決算規模は、一般会計で歳入が 254 億 6,252 万円、歳出が 243 億 7,117 万円、差引 10
億 9,135 万円です。形式収支（歳入歳出差引額）から翌年度への繰越財源を差し引いた実質収支（純粋黒字額）
は、９億 3,550 万円となっています。
　建設工事の減少などで決算規模は縮小しました。当初予定していた財源調整のための基金の取り崩しを回
避した上で、実質収支は平成 28 年度と同水準となりました。

　「健全化判断比率」は黒字決算のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率ともに算出されません。実
質公債費比率は 4.2％（前年度比△ 0.2 ポイント）に改善、将来負担比率も前年度に続き算出されませんで
した。公営企業会計も黒字決算のため資金不足比率は算出されず、法律上も健全段階となっています。

●資金不足比率の状況

会計名 事業規模 資金
不足額

資金
不足比率

経営
健全化基準

公共下水道事業
特別会計

12 億
1,382 万円 － － 20％

農業集落排水
事業特別会計 389 万円 － － 20％

●健全化判断比率の状況

区分 健全化
判断比率

早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 － 12.78％ 20％
連結実質赤字比率 － 17.78％ 30％
実質公債費比率 4.2％ 25.0％ 35％
将来負担比率 － 350.0％ －

　経常収支比率は、93.8％から 93.0％と、
0.8 ポイント改善しました。これは、市税
の伸びや各種交付金の回復などに伴う経常
一般財源の増加が主な要因です。
　龍ケ崎市財政運営の基本指針等に関する
条例で定める目標値（90.0%）の達成には
至らず、引き続き財政健全化の取り組みが
必要です。

●経常収支比率の状況
平成 29年度 平成 28 年度 比較

経常収支比率 93.0％ 93.8％ △ 0.8 ポイント

会計別 歳入 歳出 形式収支（差引） 繰越財源 実質収支
一般会計 254 億 6,252 243 億 7,117 10 億 9,135 1 億 5,585 9 億 3,550

特別会計合計 175 億 7,505 173 億 9,165 1 億 8,340 705 1 億 7,635
国民健康保険事業特別会計 89 億 5,021 88 億 3,803 1 億 1,218 0 1 億 1,218
公共下水道事業特別会計 24 億 1,384 24 億 531 854 705 149
農業集落排水事業特別会計 6,915 6,885 31 0 31
介護保険事業特別会計 48 億 997 47 億 4,938 6,059 0 6,059
障がい児支援サービス事業特別会計 3,123 3,123 1 0 1
後期高齢者医療事業特別会計 12 億 8,274 12 億 8,096 178 0 178
介護サービス事業特別会計 1,790 1,790 0 0 0

総合計 430 億 3,756 417 億 6,282 12 億 7,475 1 億 6,290 11 億 1,185
※各項目の数値は実数をそれぞれ四捨五入したものであり、合計欄や差引欄の数値が表内の計算結果と一致しないことがあります

平成 29年度決算総括 （単位：万円）

健全化判断比率・資金不足比率

　市税・普通交付税を中心とする毎年度経常的に収入される一般
財源（経常一般財源）が、人件費・扶助費・公債費のように毎年
度経常的に支出される経費（経常的経費）にどの程度充当されて
いるかという割合で、この数値が低いほど財政構造に弾力性があ
る（余裕がある）ことを表します。

健全化判断比率とは…
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）の規定により、決算に基づく「健全化判
断比率」「資金不足比率」の算定、公表が義務付けられています。
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一般会計歳入の状況

一般会計歳出の状況

　平成 29 年度決算は、実質収支は平成 28 年度と同水準、経常収支比率はやや回復しましたが、臨時事業に
備える基金への積み増しは減少していることから、前年度より厳しい決算状況と言えます。
　市税収入は 100 億円超を維持し、臨時財政対策債を含めた実質的な普通交付税は減となりましたが、地方
消費税交付金などの回復で経常的な収入は増えました。一方、人件費・扶助費・公債費といった義務的経費
の増に加え、情報セキュリティの強化などによる電算経費などの増で経常的な支出も増えました。
　経常的な行政サービスを維持した上で、道の駅整備をはじめとした大型事業や公共施設の更新需要の財源
を担保するため、自主財源の確保や事務事業の効率化など、収支両面から財政健全化に継続して取り組みます。

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
政
情
報
」
の
「
財
政
・
各
種
計
画
・
行
政
改
革
」
内
「
行
政
改
革
」
コ
ー
ナ
ー
で
、決
算
の
状
況
や
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
含
め
た
財
政
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

財
政
用
語
の
解
説
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 29 年度決算の状況

市税 １億 2,110 万円の増収で、100 億円超を維持しました。企業業績の向上などによる法人市民税の伸び、固
定資産税の家屋および償却資産の伸びが増収の主な要因です。

地方譲与税・
交付金など

平成 28 年度に落ち込んでいた地方消費税交付金や株式等譲渡所得割交付金などの回復により、１億 4,345
万円の増収となりました。

地方
交付税

震災復興特別交付税が６億 8,432 万円の大幅減です。これは、対象であるくりーんプラザ・龍の改修工事の
終了に伴うものです。また、普通交付税も 8,226 万円の減となり、全体で７億 7,558 万円の減となりました。

国・県
支出金

生活保護費負担金、子どものための教育・保育給付費や介護サービス施設の開設にかかる補助金など、社
会保障関係経費に対する補助金などが増となりました。

諸収入その他 １億 3,744 万円の減となりました。主な要因は、ふるさと龍ケ崎応援寄附金および一般寄附金の減です。

市債
たつのこフィールドバックスタンド・照明塔建設工事や庁舎新附属棟建設事業の終了で、建設事業債が４億
3,030 万円減（借換分除く）となりました。対して、普通交付税の代替措置である臨時財政対策債は、7,246
万円増（借換分除く）です。平成 29 年度に実施した借換債を含めると全体で２億 5,123 万円の減です。

総務費 ４億 1,098 万円の大幅な減となりました。庁舎新附属棟建設事業の終了に伴う３億 2,579 万円の減や、公共
施設維持整備基金への積立金１億 9,963 万円の減などが主な要因です。

民生費 歳出全体の 4 割を占めており、依然として増加傾向にあります。介護施設等整備支援事業１億 3,608 万円、
生活保護費１億 604 万円の増などにより、２億 7,467 万円の増となっています。

衛生費 くりーんプラザ・龍の改修工事の終了に伴い、龍ケ崎地方塵芥処理組合の負担金（改修工事分）が８億 5,345
万円の減となりました。全体では、８億 4,851 万円の減少です。

教育費 ２億 9,890 万円の大幅な減となりました。たつのこフィールドバックスタンド・照明塔建設工事の終了に伴
う総合運動公園リニューアル事業の３億 4,393 万円減が主な要因です。

公債費
全体では、１億 2,972 万円増となっていますが、借換債により償還した１億 660 万円を除くと、定時償還は
元金償還 6,319 万円増、利子償還 4,007 万円減、合計で 2,312 万円の増です。将来の単年度負担を抑制す
るため、償還据置期間の見直しを行ったため元金償還が増となりました。

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

（単位：万円）

平成 28 年
支出済額

平成 29年
支出済額

33 億 4,880 96 億 7,164 30 億 8,893 26 億
8,100

37 億 5,978 93 億 9,697

5億5,3711,286

6 億 270

33 億 8,783
25 億
5,128

10

3

２億3,997 26 億 8,630

2 億 999 16 億 2,183

10 億 1,770

２億 3,600 18 億 3,779

2 億 3,799 16 億 783

10 億 4,560

市税

地方譲与税・
交付金など

地方交付税
国・県支出金
繰入金
繰越金

諸収入その他
市債

100 億 4,560

101 億 6,670

41 億 6,647

33 億 9,089

49 億 7,581

54 億 3,463

21 億
3,911

18 億
8,788

4 億 4,422

50億　　　　　　100億　　　　　 　150億　　　　　　 200億　　　　　 　250億　　　　　300億（円）

50 億　　　　　　100 億　　　　　 　150 億　　　　　　 200 億　　　　　 　250 億（円）

平成 28 年
収入済額

（単位：万円）

平成 29年
収入済額

3 億 3,734

16 億 5,138

15 億 286

15 億 5,028

17 億 9,483

10 億 3,741

14 億 1,284

1,286
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

11
月
４
日
（
日
）
は
「
市

内
一
斉
清
掃
」
で
す

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
撲
滅
強
化

月
間
（
６
月
・
11
月
・
３
月
）
に
『
わ

が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
』
と
称

し
て
巡
回
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
市
内

一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
各
自
治

組
織
に
よ
り
実
施
方
法
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
代
表
者
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
荒
天
時
は
11
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
：
環
境
対
策
課
☎
内
線
４
２
５

11
月
の
会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

　

詳
し
い
日
時
や
開
催
場
所
、
議

題
ご
と
の
公
開
・
非
公
開
の
別
な

ど
は
、
会
議
開
催
の
７
日
前
ま
で

に
市
役
所
本
庁
舎
や
各
出
張
所
・

各
コ
掲
示
板
と
市
公
式
Ｈ
Ｐ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
▼
日
程
：
11
月
６
日
（
火
）

▼
担
当
課
：
情
報
管
理
課
☎
内
線

３
８
４

●
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
▼
日

程
：
11
月
21
日（
水
）▼
担
当
課
：

企
画
課
☎
内
線
４
７
３

●
感
染
症
対
策
委
員
会
▼
日
程
：

未
定
▼
担
当
課
：
健
康
増
進
課
☎

内
線
６
３
１

●
環
境
審
議
会
▼
日
程
：
未
定
▼

担
当
課
：
環
境
対
策
課
☎
内
線

４
２
１

▼
問
：
情
報
管
理
課
☎
内
線
３
８
４

各
施
設
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

●
中
央
図
書
館

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の
た
め
、

10
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）
は

臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
コ
図
書

室
は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
：
中
央
図
書
館
☎
64
‐

２
２
０
２

●
湯
っ
た
り
館

　

脱
衣
所
改
修
、
機
械
設
備
機

器
補
修
な
ど
の
た
め
、
11
月
４
日

（
日
）
～
９
日
（
金
）
は
臨
時
休
館

し
ま
す
。
営
業
再
開
は
11
月
10
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
で
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
：
湯
っ
た
り
館
☎
60
‐

１
１
２
６

歴
史
民
俗
資
料
館

●
龍
ケ
崎
と
ん
び
凧
作
り
教
室

　

市
民
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

と
ん
び
凧
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
：
11
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
▼
対
象
：

小
学
生
以
上
▼
定
員
：
先
着
親
子

10
組
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月
19

日
（
金
）
か
ら
電
話
受
付

●
れ
き
み
ん
シ
ア
タ
ー

　

申
込
不
要
・
無
料
。
郷
土
作
家

展
の
た
め
10
月
27
日
（
土
）
～
11

月
17
日
（
土
）
は
お
休
み
し
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
：
10
月
20
日
（
土
）

「
和
尚
と
山
芋
・
鶴
の
子
観
音
・

ム
カ
デ
の
使
い
・
十
二
支
の
由
来
」

▼
時
間
：
午
前
11
時
～
正
午
▼
定

員
：
30
人

共
通
事
項
＝
▼
場
所
・
■申
・
問
：
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
64
‐
６
２
２
７

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

牛
山
純
一
の
世
界

　

当
市
に
縁
の
深
い
世
界
的
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
、
故
・
牛
山

純
一
さ
ん
の
作
品
を
上
映
し
ま

す
。
予
約
不
要
・
無
料
。

▼
日
時
：
10
月
28
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
▼
場
所
：
中
央
図
書

館
・
２
階
鑑
賞
室
▼
上
映
作
品
：

『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
サ
イ
エ
ン
ス　

知

ら
れ
ざ
る
世
界
』「
ニ
セ
物
！
本

物
？
花
盛
り
!!　

ニ
セ
札
か
ら
陶

器
ま
で
」「
町
に
タ
ヌ
キ
が
帰
っ

て
き
た
！　

東
京
は
新
野
生
天

国
」
50
分
▼
定
員
：
30
人
▼
問
：

中
央
図
書
館
☎
64
‐
２
２
０
２

龍
・
流
連
携
事
業

流
通
経
済
大
学
サ
ッ
カ
ー

部
を
応
援
し
よ
う
！

　

関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

（
後
期
）
Ｖ
Ｓ
筑
波
大
学
戦
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
元
茨
城
で
両
校
の

プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
戦
う
注
目
の

一
戦
「
い
ば
ら
き
ダ
ー
ビ
ー
マ
ッ

チ
」
を
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
：
11
月
10
日
（
土
）
午
後

２
時
か
ら
▼
場
所
：
た
つ
の
こ

フ
ィ
ー
ル
ド
▼
料
金
：
一
般
当
日

１
０
０
０
円（
前
売
り
８
０
０
円
）

／
高
校
生
以
下
無
料
▼
問
：
流
通

経
済
大
学
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
☎

60
‐
１
１
６
２

龍
ケ
崎
市
国
際
交
流
協
会
コ
ン
サ
ー
ト

「
和
と
洋　

音
の
世
界
」

　

当
市
出
身
・
在
住
の
若
き
音
楽

家
・
井
坂
斗
絲
仁
氏
の
三
味
線
と

和
太
鼓
、
山
本
光
氏
の
ピ
ア
ノ
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
を
、
外

国
人
の
方
々
と
一
緒
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
全
席
自
由
。

▼
日
時
：
11
月
25
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
開
演
▼
場
所
：
流
通
経

済
大
学
５
号
館
７
階
５
７
１
教
室

▼
チ
ケ
ッ
ト
：
10
月
22
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
市
役
所
企
画
課
で

無
料
配
布
。
配
布
は
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
。
１
人
５
枚
ま
で

▼
定
員
：
先
着
１
０
０
人
▼
問
：

龍
ケ
崎
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
課
内
）
☎
内
線
３
６
４

●
凡
例
：

＝
申
し
込
み
先　

問
＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス　

E
＝
Ｅ
メ
ー
ル　

U
＝
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

コ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

Ｈ
Ｐ
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

＊
市
役
所
代
表
番
号
☎
64
‐
１
１
１
１

　業種により提出書類・受付場所が異なります。建設工事・測量（建設コンサルタント含む）は市役所で受け付けでき
ませんのでご注意ください。詳しくは市公式HP「事業者の方へ」内「入札・契約」から「龍ケ崎市平成 31・32年度
競争入札参加資格審査申請の手引」をご覧ください。

平成 31・32 年度競争入札参加資格審査申請書の定期受付を行います

業種 建設工事・測量（建設コンサルタント含む） 物品製造等（物品の製造・買入れ・売払い・役務の提供など）
受付期間 11 月６日 (火）～ 12月３日（月）
申請方法 原則として電子申請。提出書類を書留郵便で郵送（当日消印有効）

受付場所 〒 310-8555　水戸市笠原町 978-6
　　　　　　　　茨城県庁内共同受付センター

〒 301-8611　龍ケ崎市 3710
　　　　　　　龍ケ崎市総務部契約検査課

▶問：契約検査課☎内線 442
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
無
料

イ
ベ
ン
ト

●
秋
の
虫
と
木
の
実
で
遊
ぼ
う
！

　

プ
ラ
ザ
周
辺
で
秋
の
虫
を
観
察

し
、
ど
ん
ぐ
り
や
木
の
枝
で
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
迷
路
を
作
っ
て

み
よ
う
！

▼
日
時
：
11
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午
▼
講
師
：
龍
ケ
崎
市

民
環
境
会
議
環
境
学
習
部
会
・
金

久
由
美
さ
ん
▼
対
象
：
幼
児
～
小

学
生
▼
定
員
：
親
子
10
組
▼
持
ち

物
：
虫
取
り
網
・
虫
か
ご
・
木
工
ボ

ン
ド
・
水
筒
・
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月
22
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

●
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

「
え
か
き
の
ゆ
き
」
と
「
う
た
う
た

い
り
り
ぃ
」
の
わ
く
わ
く
り
ん
ど
ん

　

２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
力

し
て
歌
に
合
わ
せ
て
即
興
で
絵
を

描
く
コ
ン
サ
ー
ト
。

▼
日
時
：
11
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
▼
出
演
：
歌
＝
う

た
う
た
い
り
り
ぃ
さ
ん
／
絵
＝
こ

ば
や
し
ゆ
き
さ
ん
▼
定
員
：
先
着

１
０
０
人
▼
申
し
込
み
方
法
：
10

月
25
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電

話
受
付

共
通
事
項
＝
▼
場
所
・
■申
・
問
：
市

民
交
流
プ
ラ
ザ
☎
64
‐
０
０
３
６

（
水
曜
休
館
）

龍
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
第
23
回
龍
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
展
覧
会

▼
日
時
：
11
月
９
日
（
金
）
～
11

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

／
11
日
は
午
後
３
時
ま
で
▼
内

容
：
９
日
＝
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
／

10
日
・
11
日
＝
喜
楽
亭
忠
太
氏
の

落
語
、
各
サ
ー
ク
ル
の
実
演
発

表
、
愛
宕
・
城
南
中
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
サ
ー
ク
ル
・
一
般
・
龍
ケ

崎
小
児
童
の
作
品
展
示
、
龍
ケ
崎

市
女
性
会
に
よ
る
食
事
な
ど
の
販

売
▼
場
所
・
問
：
龍
ケ
崎
コ
☎
62

‐
８
８
８
５
（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

第
53
回
流
通
経
済
大
学
文

化
祭
「
つ
く
ば
ね
祭
」

―
一
切
合
切
―

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
や
ミ
ス
コ

ン
、
模
擬
店
、
展
示
ブ
ー
ス
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
！　

詳
細
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
10
月
27
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
／
28
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
▼
場
所
：
流
通
経
済

大
学
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
「
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
ジ
オ
ウ
」
：
27
日
（
土
）

①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後
３
時
か
ら

●
家
入
レ
オ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

in
つ
く
ば
ね
祭
：
28
日
（
日
）
午

後
３
時
開
場
。
車
イ
ス
席
あ
り
。

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

●
お
笑
い
ラ
イ
ブ（
観
覧
無
料
）：

27
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
予

定
。
出
演
は
品
川
庄
司
・
尼
神
イ

ン
タ
ー
・
ジ
ェ
ラ
ー
ド
ン

▼
問
：
第
53
回
つ
く
ば
ね
祭
実
行

委
員
会
☎
64
‐
０
９
４
９
E
＝

tsukubanesai@
rku.ac.jp

●
体
験
か
ら
学
ぶ
「
安
心
・
安
全

な
ま
ち
、
魅
力
あ
る
ま
ち
展
」

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
龍
崎

孝
教
授
ゼ
ミ
と
市
が
連
携
し
て
防

災
・
減
災
に
関
す
る
展
示
・
講
演

を
行
い
ま
す
。

▼
問
：
流
通
経
済
大
学
総
務
課
☎

60
‐
１
１
５
１

第
33
回
茨
城
の
太
鼓
演
奏
会

　

茨
城
最
大
の
和
太
鼓
の
祭
典

で
、当
市
で
の
開
催
は
11
年
ぶ
り
。

茨
城
県
太
鼓
連
盟
加
盟
９
団
体
と

ゲ
ス
ト
５
団
体
が
出
演
。
市
特
産

品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
あ

り
。
申
込
不
要
・
無
料
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
開
演
▼
場
所
：
文
化
会
館
▼

問
：
龍
神
太
鼓
保
存
会
・
飯
島
☎

０
９
０
‐
２
４
６
４
‐
３
２
０
６

龍
・
流
連
携
事
業
市
民
大
学
講
座

英
語
で
学
ぶ
国
際
マ
ナ
ー

▼
日
時
：
11
月
21
日
～
12
月
19
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
～
10
時

30
分
・
全
５
回
▼
場
所
：
流
通
経

済
大
学
（
詳
細
は
後
日
連
絡
）
▼

講
師
：
岡
野
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
ロ
ビ

ン
氏
（
元
・
流
通
経
済
大
学
社
会

学
部
教
授
）
▼
定
員
：
先
着
15
人

▼
料
金
：
３
０
０
０
円
▼
持
ち

物
：
筆
記
用
具
・
テ
キ
ス
ト
【
ト

ラ
ベ
ル
英
会
話
（
緑
）・
国
際
マ

ナ
ー
（
青
）】
を
お
持
ち
の
方
は

持
参
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月
19

日
（
金
）
か
ら
電
話
受
付
▼
■申
・

問
：
企
画
課
☎
内
線
３
６
４

龍
ケ
崎
市
国
際
交
流
協
会

日
本
語
教
室
講
師
養
成
講
座

　

龍
ケ
崎
市
国
際
交
流
協
会
の
日

本
語
教
室
講
師
は
、
外
国
人
の
方

に
日
本
語
を
指
導
し
、
文
化
交
流

を
図
る
有
意
義
で
や
り
が
い
の
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
受
講
に

よ
り
修
了
証
を
取
得
で
き
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
17
・
24
日
、
12
月

８
・
15
・
22
日
、
１
月
12
・
19
・

26
日
、
２
月
２
・
９
日
（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
・
全
10
回
▼
場

所
：
市
役
所
附
属
棟
２
階
・
第
１

会
議
室
▼
対
象
：
18
歳
以
上
。
市

外
の
方
も
可
。
講
座
終
了
後
、
当

市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
日
本
語

教
室
の
講
師
と
し
て
活
動
で
き
る

方
▼
定
員
：
先
着
20
人
程
度
▼
料

金
：
参
考
書
代
実
費
負
担
▼
申
し

込
み
方
法
：
10
月
19
日
（
金
）
～

11
月
２
日
（
金
）
に
電
話
で
申
し

込
み
▼
■申
・
問
：
龍
ケ
崎
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
企
画
課
内
）

☎
内
線
３
６
４

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
み

た
い
・
使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
シ
ニ
ア
を
対
象
に
、
機

能
な
ど
を
知
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。android

端
末
を
使
用
。無
料
。

個
別
の
操
作
講
習
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　毎日午後５時に流れている音楽放送（試験放送）
の時間を、11 月１日～１月 31 日は午後４時 30 分に
変更します。この放送が多くの子どもたちに帰宅時
間の目安とされていることから、子どもたちの安全
を図るため、日没の早まる冬季に限り放送時間を早
めています。　▶問：教育総務課☎内線 290
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

▼
日
時
・
内
容
：
11
月
６
日
（
火
）

①
午
前
10
時
～
正
午
・
初
め
て
使

用
す
る
方
の
た
め
の
基
本
講
座
②

午
後
２
時
～
４
時
・
生
活
に
役
立

つ
基
本
的
な
機
能
を
学
ぶ
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
▼
場
所
：
市
役
所

附
属
棟
２
階
・
第
１
会
議
室
▼
対

象
・
定
員
：
お
お
む
ね
55
歳
以

上
の
方
・
各
先
着
15
人
▼
申
し

込
み
方
法
：
10
月
18
日
（
木
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
電
話
で
申
し
込
み

▼
協
力
：
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
▼
■申
・

問
：
文
化
・
生
涯
学
習
課
☎
内
線

２
２
１

脳
力
ア
ッ
プ
運
動
講
座

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
、「
脳
力
」

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
無
料
。

▼
日
時
：
12
月
６
日
～
３
月
７
日

の
毎
週
木
曜
日
（
12
月
27
日
・
１

月
３
日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分
▼
場
所
：
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
・
サ
ロ
ン
棟
▼
対
象
・
定
員
：

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
・
20

人
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月
22
日

（
月
）
か
ら
電
話
か
窓
口
で
申
し

込
み
▼
■申
・
問
：
健
幸
長
寿
課
☎

内
線
２
７
７

講
演
「
気
に
な
る
行
動
を
す
る

お
子
さ
ん
の
具
体
的
な
支
援
」

　

子
ど
も
の
行
動
（
ぐ
る
ぐ
る
回

る
・
手
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る
・
多

動
で
落
ち
着
き
が
な
い
・
同
じ
行

動
を
繰
り
返
す
な
ど
）
の
理
由
や

具
体
的
な
支
援
方
法
を
お
話
し
し

ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
16
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午
▼
場
所
：
市
役
所
附

属
棟
１
階
・
第
１
会
議
室
▼
講

師
：
茨
城
県
立
医
療
大
学
作
業
療

法
学
科
・
大
島
隆
一
郎
教
授
▼
定

員
：
50
人
▼
申
し
込
み
方
法
：
11

月
15
日（
木
）ま
で
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み
▼
■申
・
問
：
障

が
い
児
通
所
支
援
事
業
所
つ
ぼ
み

園
☎

62
‐
１
７
７
５
／
平
日
午

前
８
時
45
分
～
午
後
６
時
30
分

日
帰
り
湯
っ
た
り
館

「
湯
っ
た
り
館
へ
行
こ
う
！
」

　

大
き
な
お
風
呂
に
浸
か
り
、
友

達
と
食
事
を
し
た
り
農
業
公
園
を

散
策
す
る
な
ど
、
午
後
の
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
：
11
月
16
日
（
金
）
▼
行

程
：
午
前
10
時
30
分
・
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
出
発
→
湯
っ
た
り
館
→

午
後
３
時
・
湯
っ
た
り
館
出
発
▼

料
金
：
５
１
０
円
▼
定
員
：
先
着

25
人
／
最
少
催
行
人
数
10
人
▼

交
通
手
段
：
湯
っ
た
り
館
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
▼
申
し
込
み
方
法
：

10
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら

電
話
受
付
▼
注
意
事
項
：
①
Ｊ
Ｒ

佐
貫
駅
東
口
・
湯
っ
た
り
館
以
外

で
の
乗
降
は
で
き
ま
せ
ん
／
②
館

内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
固

く
お
断
り
し
ま
す
／
③
時
間
厳
守

▼
■申
・
問
：
湯
っ
た
り
館
☎
60
‐

１
１
２
６

久
保
台
小
学
校
区
わ
く
わ

く
協
議
会

●
そ
ば
打
ち
教
室

　

お
い
し
い
そ
ば
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
：
①
11
月
10
日
②
12
月
１

日
③
１
月
12
日
い
ず
れ
も
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
▼

定
員
：
先
着
各
６
人
▼
料
金
：

１
０
０
０
円
▼
申
し
込
み
方
法
：

窓
口
で
申
し
込
み
。
地
区
内
の
方

＝
10
月
19
日
（
金
）
か
ら
／
地
区

外
の
方
＝
10
月
23
日
（
火
）
か
ら

受
付
▼
場
所
・
問
：
久
保
台
コ
☎

65
︲
４
７
８
８

市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

龍
ケ
崎
市
テ
ニ
ス
教
室

●
龍
ケ
崎
市
こ
ど
も
テ
ニ
ス
教
室

　

年
齢
ご
と
に
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
、

３
回
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
：
11
月
３
日
（
土
）
～
12

月
９
日
（
日
）
▼
場
所
：
大
正
堀

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
：
５
～
12

歳
▼
料
金
：
無
料
。
ラ
ケ
ッ
ト
貸

出
あ
り
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月

25
日
（
木
）
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
。
タ
イ
ト
ル
に
「
龍
ケ
崎

テ
ニ
ス
教
室
申
し
込
み
」、
本
文

に
①
種
目
②
氏
名
③
フ
リ
ガ
ナ
④

年
齢
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
ラ

ケ
ッ
ト
の
有
無
を
明
記

●
龍
ケ
崎
市
初
中
級
・
初
級
テ
ニ
ス
教
室

　

講
師
は
日
本
体
育
協
会
上
級
教

師
・
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
公
認
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
丸
田
悌
二
さ
ん
。

▼
日
時
：
11
月
６
日
・
13
日
・
20

日
（
火
）
初
中
級
＝
午
前
10
時
～

11
時
30
分
／
初
級
＝
正
午
～
午
後

１
時
／
予
備
日
11
月
27
日
（
火
）

▼
場
所
：
城
南
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼

問：中央図書館
☎ 64-2202

　参加無料。詳細は図書館カウンターかお問い合わせください。

みんなで読書の木をつくろう
　期間中に読んだ本の簡単な感想を葉っぱの
形の用紙に貼って大きな読書の木を育てます。
▶日時：10月 27日（土）～ 11月 11日（日）
▶掲示場所：１階玄関ホール付近

家読キャンペーン
　期間中に家読に参加すると楽しいプレゼン
トがもらえます。
▶日時：10月 27日（土）～ 11月 11日（日）

中国語できくおはなし会
　中国語と日本語で絵本の読み聞かせ。幼稚
園児から大人まで楽しめます。申し込み不要。
▶日時：11月３日（土）①午前 11時から②
午後２時から
▶場所：２階鑑賞室
▶定員：30人

毛糸でポンポンをつくろう
　毛糸のポンポンでかわいい動物
を作ります。
▶日時：11 月４日（日）①午前
11時から②午後２時から
▶場所：２階鑑賞室
▶定員：各回先着 10人
▶注意：はさみを使用します。未
就学児は保護者同伴
▶申し込み方法：10月 20日（土）
午前９時 30分から図書館カウ
ンターで申し込み
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

対
象
：
初
中
級
＝
ラ
リ
ー
、
ダ
ブ

ル
ス
が
で
き
る
方
／
初
級
＝
テ
ニ

ス
が
初
め
て
、
経
験
が
浅
い
方
▼

定
員
：
各
先
着
12
人
▼
料
金
：
無

料
・
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
あ
り
▼
申
し

込
み
方
法
：
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
。
タ
イ
ト
ル
に
「
龍
ケ
崎
市
初

中
級
ま
た
は
初
級
テ
ニ
ス
教
室
」、

本
文
に
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
②

性
別
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
ラ

ケ
ッ
ト
の
有
無
を
明
記

共
通
事
項
＝
▼
■申
・
問
：
丸
田
☎

０
９
０
‐
６
１
４
２
‐
９
５
６
７

E
＝m

tsports95@
gm
ail.com

平
成
30
年
度「
ウ
ラ
ラ
講
演
会
」

働
く
幸
せ
を
実
現
し
た
町

工
場
の
奇
跡

　

チ
ョ
ー
ク
の
シ
ェ
ア
日
本
一
の

日
本
理
想
化
学
工
業
。
社
員
の
７

割
強
が
知
的
障
が
い
者
と
い
う
雇

用
を
実
現
し
た
経
営
者
の
、
長
年

の
努
力
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま

す
。
手
話
通
訳
あ
り
。

▼
日
時
：
11
月
11
日
（
日
）
午
後

２
時
～
４
時
15
分
▼
場
所
：
県
南

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
）

●
同
時
開
催
「
む
し
歯
予
防
は
ど

う
や
る
の
？
～
フ
ッ
素
の
上
手
な

使
い
方
～
」

　

講
師
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
・
小
松
成
美
氏
。

共
通
事
項
＝
▼
定
員
：
先
着

４
０
０
人
▼
料
金
：
無
料
▼
申
し

込
み
方
法
：
電
話
で
申
し
込
み
▼

■申
・
問
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
６
‐
１
１
０
１

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会

　

自
分
で
花
を
栽
培
し
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
に
加
工
し
て
農
産
物
直

売
所
な
ど
で
販
売
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
向
け
切
り

花
の
栽
培
方
法
・
加
工
方
法
・
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
実
演
と
販
売
方

法
の
無
料
講
習
で
す
。

▼
日
時
：
11
月
29
日
（
木
）
午
後
２

時
～
３
時
30
分
▼
場
所
：
文
化
会

館
・
小
会
議
室
▼
対
象
：
自
分
で
花

を
栽
培
ま
た
は
こ
れ
か
ら
栽
培
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
方
／
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
に
加
工
し
て
直
売
所
な

ど
で
の
販
売
を
考
え
て
い
る
方
／

栽
培
規
模
不
問
。
家
庭
菜
園
の
方
も

可
▼
定
員
：
先
着
30
人
程
度
▼
申

し
込
み
方
法
：
電
話
で
申
し
込
み

▼
■申
・
問
：
稲
敷
地
域
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
・
一
家
（
い
っ
か
）
☎

０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
９
３
４

龍
ケ
崎
市
合
同
金
婚
式

参
加
者
募
集
！

　

結
婚
さ
れ
て
50
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
。
無
料
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
平
成
31
年
１
月
19
日

（
土
）
午
前
11
時
～
午
後
１
時
15

分
▼
場
所
：
ア
ル
シ
ェ（
松
ケ
丘
）

▼
対
象
：
昭
和
43
年
１
月
１
日
～

12
月
31
日
に
婚
姻
（
入
籍
）
さ
れ

た
市
内
在
住
の
ご
夫
婦
・
30
組
／

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
内

容
：
式
典
、
会
食
（
写
真
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
・
手
紙
の
交
換
）、
記

念
写
真
撮
影
▼
申
し
込
み
方
法
：

11
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
市
役
所

介
護
福
祉
課
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
市
民
窓
口
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

各
コ
に
設
置
の
「
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
介
護

福
祉
課
窓
口
に
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
▼
問
：
介
護
福
祉
課
☎

内
線
２
７
６

龍
・
流
連
携
事
業

流
通
経
済
大
学
ラ
グ
ビ
ー

部
応
援
ツ
ア
ー

　

対
戦
相
手
は
「
法
政
大
学
」
で
、

関
東
大
学
リ
ー
グ
最
終
戦
と
な
る

試
合
で
す
。
迫
力
あ
る
ラ
グ
ビ
ー

を
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
25
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
市
役
所
出
発
・
11
時
30

分
試
合
開
始
▼
場
所
：
秩
父
宮
ラ

グ
ビ
ー
場
（
東
京
都
）
▼
交
通
手

段
：
市
バ
ス
▼
対
象
：
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
▼
定
員
：

先
着
40
人
▼
料
金
：
１
人
５
０
０

円
▼
申
し
込
み
方
法
：
10
月
22
日

（
月
）
か
ら
電
話
受
付
▼
■申
・
問
：

企
画
課
☎
内
線
３
６
４

中
央
図
書
館

●
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

（
第
２
回
）

　

愛
用
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に

お
は
な
し
会
に
参
加
し
て
、
ぬ
い

ぐ
る
み
を
図
書
館
に
お
泊
ま
り
さ

せ
ま
す
。
お
迎
え
時
に
は
、
ぬ
い

ぐ
る
み
が
夜
の
図
書
館
で
過
ご
し

て
い
る
写
真
を
絵
本
に
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
お

薦
め
す
る
本
を
パ
ッ
ク
に
し
て
希

望
者
に
貸
し
出
し
ま
す
。
お
迎
え

に
は
ま
い
り
ゅ
う
も
参
加
し
ま

す
。
無
料
。

▼
日
程
・
内
容
：
11
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
＝
お
は
な
し
会
・
ぬ
い

ぐ
る
み
預
か
り
／
11
月
23
日（
金
）

午
後
２
時
＝
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎

え
▼
対
象
・
定
員
：
市
内
在
住
の

３
歳
～
小
学
４
年
生
・
先
着
５
人

▼
申
し
込
み
方
法
：
11
月
３
日

（
土
）
か
ら
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
申
し
込
み
。
今
年
度
の
第

１
回
と
昨
年
度
に
参
加
し
た
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
（
子

ど
も
司
書
）
講
座
の
生
徒
募
集

　

こ
の
機
会
に
本
や
図
書
館
へ
の

知
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
認

定
書
を
授
与
。
無
料
・
全
５
回
。

▼
日
程
・
内
容
：
①
12
月
１
日

（
土
）キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
っ

て
な
に
？
（
説
明
会
）
／
②
15
日

（
土
）
図
書
館
の
本
棚
を
探
検
す

る
（
本
の
配
架
）
／
22
日
（
土
）

司
書
体
験　

貸
出
・
返
却
は
お
ま

か
せ
！
／
④
平
成
31
年
１
月
12
日

（
土
）
司
書
体
験　

本
の
装
備
を

し
て
み
よ
う
！
／
１
月
26
日（
土
）

　県南最多の高校数を誇る土浦
の高校生が駅前に大集合！　日
本初となる「市内全高校の文化
祭」で、土浦での高校生活をイ
メージしてみませんか？　高校
進学を前にした学生や保護者の
皆さん、OBや近隣の方もぜひ
お越しください！
▶日時：11月 24日（土）
　　　　午前９時～午後４時
▶場所：土浦駅西口周辺（うら
ら大屋根広場、アルカス土浦）
▶内容：制服いろいろ学校紹介、
自慢の部活動披露、学校対
抗！ビブリオバトルほか
▶問：土浦市広報広聴課
　　　シティプロモーション室
　☎ 029-826-1111（内線 2324）
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

お
は
な
し
会
デ
ビ
ュ
ー
▼
時
間
：

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
▼
対

象
・
定
員
：
市
内
在
住
の
小
学
３

～
６
年
生
・
４
人
▼
申
し
込
み
方

法
：
10
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
中
央
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
受
付
開
始

共
通
事
項
＝
▼
場
所
・
問
：
中
央

図
書
館
☎
64
‐
２
２
０
２

市
民
環
境
会
議
文
化
環
境
部
会

水
戸
街
道
散
策
会

　

冊
子
「
龍
ケ
崎
の
水
戸

街
道
と
古
水
戸
街
道
」
に

掲
載
し
て
い
る
水
戸
街
道
沿
い
の

幸
谷
水
神
神
社
、小
屋
香
取
神
社
、

安
楽
寺
、
伝
平
国
香
供
養
塔
、
馴

柴
小
学
校
角
の
道
標
な
ど
を
歩
い

て
巡
り
ま
す
。
県
・
市
の
指
定
文

化
財
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
：
11
月
６
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午
／
小
雨
決
行
▼
集
合

場
所
：
佐
貫
駅
付
近
▼
対
象
：
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
▼
定

員
：
15
人
▼
料
金
：
１
０
０
円
▼

申
し
込
み
方
法
：
官
製
ハ
ガ
キ
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
市
役
所
環
境
対

策
課
「
水
戸
街
道
散
策
会
」
係
へ

申
し
込
み
。
10
月
25
日
（
木
）
必

着
。
ハ
ガ
キ
は
１
枚
に
２
人
ま
で

申
込
可
▼
そ
の
他
：
１
枚
の
ハ
ガ

キ
で
３
人
以
上
の
記
載
が
あ
っ
た

場
合
は
無
効
と
し
ま
す
／
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
問
：
環
境

対
策
課
☎
内
線
４
２
１

ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
再
生
モ

デ
ル
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
り
、
空
き

店
舗
の
再
生
・
再
活
用
で
市
街
地

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
石
蔵
ま
つ
り
：
相
撲
甚
句
・
パ

ン
フ
ル
ー
ト
の
発
表
。
10
月
21
日

（
日
）
午
前
11
時
10
分
～
午
後
１

時
・
石
蔵
館
。
３
０
０
円

●
第
30
回
映
画
鑑
賞
会
往
年
の
名

画
を
楽
し
も
う
！
「
越
境
者
」
：

１
９
５
０
年
イ
タ
リ
ア
映
画
。
貧

し
い
イ
タ
リ
ア
の
シ
シ
リ
ー
島
か

ら
、
夢
を
求
め
て
フ
ラ
ン
ス
へ
越

境
す
る
坑
夫
た
ち
の
苦
闘
を
描

く
。
10
月
25
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
・
イ
ベ
ン
ト
館
。
２
０
０
円

●
コ
ム
て
く
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
：
牛
久
沼
周
辺
の
水
辺
約
５
・

３
㎞
を
歩
く
。
10
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
20
分
牛
久
沼
駐
車
場
集

合
～
11
時
30
分
。
２
０
０
円

●
学
習
講
座
「
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ

ラ
ン
ス
文
化
」
：
講
師
は
池
田
治

一
郎
さ
ん
。
毎
週
水
曜
日
。
中
級

コ
ー
ス
＝
午
後
１
時
～
２
時
50
分

／
入
門
コ
ー
ス
＝
午
後
３
時
～
４

時
。
龍
下
村
塾
。
１
回
５
０
０
円

共
通
事
項
＝
▼
申
し
込
み
方
法
：

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
▼

■申
・
問
：
ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド
事
業

　市民団体・事業所などが取り組んでいる環境保全活動事例の紹介や体験、ステキな賞品が当た
る「クイズラリー・抽選会」やリサイクル家具の抽選会、水素・電気自動車の展示など、楽しい
企画を用意しています。ぜひご来場ください！
▶日時：10月 28日（日）午前 10時～午後３時／小雨決行
▶場所：くりーんプラザ・龍
▶その他：駐車場は大和ハウス㈱駐車場をご利用ください。送迎バスを運行します
▶問：環境フェア実行委員会事務局（環境対策課内）☎内線 421

　お子さんに人気のキャラクターショー、ロードトレイン、バルーンスライダー、ふわふわバルー
ンをはじめ、花苗・野菜苗や農産物・物産品の販売、スーパーボールすくいやガラガラ抽選が楽
しめるミニ露店など盛りだくさん！　かぼちゃの重さ当てクイズなどもあり。また湯ったり館で
はフリーマーケットとイベント湯を行います。ぜひ、ご来場ください！
▶日時：10月 28日（日）午前 10時～午後３時／小雨決行・荒天中止（午前７時態度決定）
▶場所：農業公園「豊作村」
▶問：まちづくり・文化財団☎ 60-1720（月曜休館）

　住民の皆さんがごみとして清掃工場に持ち込んだ物を選別し、まだ使用できる状態の木製家具・
押入収納・衣装ケース・雑貨・小物類などを、先着順または抽選で希望者に無償提供します（無
くなり次第終了）。詳細は、龍ケ崎地方塵芥処理組合HPをご覧ください。
▶場所：くりーんプラザ・龍プラザ棟１階
▶提供品について：先着順での提供は、原則として１人１点です／抽選は、当日来場した方に限
り参加できます／転売目的・営利業者の参加はできません
▶問：龍ケ崎地方塵芥処理組合施設課☎ 60-1777U＝ http://business2.plala.or.jp/ryujin/

●
　
　
＝
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動
。
参
加
者
に
は
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
！
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●
児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
通
報
：
市
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
９
０
‐
４
８
１
６
‐
５
９
５
６
／
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
２
９
‐
３
２
２
‐
０
２
９
３

事
務
局
☎
85
‐
４
６
１
０
E
＝

info@
ryucom

house.lovepop.jp
龍
ケ
崎
市
委
託
事
業

生
活
支
援
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
学
習
支
援
塾
（
無
料
塾
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
募
集

　

市
内
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年

生
へ
の
学
習
支
援
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
週
２
日
（
月
・
水
）
午

後
６
時
～
９
時
の
範
囲
で
参
加
時

間
自
由
▼
そ
の
他
：
交
通
費
支
給

あ
り
▼
問
：
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｎ
Ｇ
Ｏ
未
来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
62
‐
８
９
３
２

専
門
家
に
よ
る
空
家
相
談
会

　

高
齢
化
・
相
続
・
建
物
の
老
朽

化
な
ど
の
理
由
で
発
生
す
る
「
空

家
」
を
市
内
に
所
有
す
る
方
な
ど

を
対
象
に
、
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

宅
地
建
物
取
引
士
・
建
築
士
な
ど

の
専
門
家
が
空
家
な
ど
の
利
活

用
、
解
体
・
除
去
・
相
続
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時
／
１
組
あ
た
り
40
分

程
度
▼
場
所
：
市
役
所
附
属
棟
１

階
・
第
１
会
議
室
▼
定
員
：
３
組

程
度
／
相
談
内
容
に
よ
り
相
談
者

を
決
定
▼
申
し
込
み
方
法
：
11
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
か
窓
口

で
申
し
込
み
▼
■申
・
問
：
交
通
防

犯
課
☎
内
線
４
９
２

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
ピ

ア
か
た
つ
む
り
）

　

家
族
の
中
に
精
神
障
が
い
の
当

事
者
を
持
つ
父
母
や
き
ょ
う
だ
い

が
集
ま
り
、
毎
月
１
回
「
家
族
を

支
え
る
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
で
き
る

会
で
、
病
気
や
福
祉
制
度
に
つ
い

て
の
勉
強
や
、
安
心
し
て
悩
み
を

話
し
合
い
多
く
の
参
考
意
見
が
聞

け
る
場
で
す
。
事
前
申
込
不
要
。

▼
日
時
・
場
所
：
11
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
・
利

根
町
布
川
地
区
コ
／
12
月
１
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
▼
問
：

長
瀬
☎
０
９
０
‐
５
４
２
５
‐

２
２
３
６

年
金
相
談

　

土
浦
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
年

金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前

予
約
制
で
、
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
で
き
ま
す
。
11
月
の
相
談
日

は
30
日
（
金
）
で
す
。

▼
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
：
地
域
福
祉
会
館
内
（
社

会
福
祉
協
議
会
２
階
）
▼
予
約

先
・
問
：
土
浦
年
金
事
務
所
お
客

様
相
談
室
☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐

１
１
７
０
（
音
声
案
内
／
最
初
に

「
１
」
を
次
に
「
２
」
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
）

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務

相
談

　

一
般
の
方
や
自
営
業
の
方
で
税

務
の
こ
と
を
誰
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な
い
方
は
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。分
か
り
や
す
く
、

丁
寧
に
ご
説
明
し
ま
す
。

▼
日
時
：
原
則
、
毎
月
第
１
・
３

水
曜
日
（
１
～
３
月
・
５
月
を
除

く
）
午
後
１
時
～
４
時
▼
場
所
：

市
役
所
附
属
棟
会
議
室
▼
申
し
込

み
方
法
：
希
望
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
予
約
。
受
け
付
け
は
月

～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
▼
■申
・
問
：
関
東
信
越
税
理
士

会
竜
ケ
崎
支
部
☎
63
‐
３
０
０
８

行
政
書
士
に
よ
る《
無
料
》

暮
ら
し
の
相
談

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
予
約
不
要
で
す
。
相
談
内
容

は
秘
密
と
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
：
11
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
～
３
時
▼
場
所
：
市
商
工
会

２
階
▼
相
談
内
容
：
相
続
・
遺
言
・

農
地
転
用
・
入
国
管
理
・
各
種
許

可
申
請
手
続
き
他
▼
相
談
員
：
市

在
住
の
行
政
書
士
数
人
▼
問
：
佐

川
☎
66
‐
２
２
４
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
12
日
（
月
）
～
18

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
／
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
相
談
電
話
番

号
：
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
▼

相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員
▼
問
：
水
戸
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
☎
０
２
９
‐
２
２
７

‐
９
９
１
９

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

《
無
料
》
総
合
労
働
相
談

　

労
働
・
社
会
保
険
、
厚
生
労
働

省
な
ど
の
各
種
助
成
金
、
安
全
衛

生
、
採
用
・
退
職
・
解
雇
、
賃
金
、

そ
の
他
労
務
管
理
上
の
問
題
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
。

▼
相
談
日
：
11
月
14
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
▼
場

所
：
市
役
所
附
属
棟
１
階
・
第
３

会
議
室
▼
相
談
員
：
社
会
保
険
労

務
士
２
人
▼
予
約
・
問
：
社
労
士

会
事
務
局
☎
０
２
９
‐
３
５
０
‐

４
８
６
４

種類 法律相談

相談日 ７日
（水）

14日
（水）

21日
（水）

受付日 10 月
31日（水）

７日
（水）

14日
（水）

定員 ８人

予約受付
時間など

◦申し込みは受付日のみ
◦受付時間：午前８時 30分
　　　　　～午後５時 15分
◦定員を超えた場合は抽選に
より決定

時間 午後１時 10分～４時 30分
（１人あたり 25分間）

場所 市役所附属棟２階・第１会議室

相談員 弁護士

▼問：市民窓口課☎内線 202

11 月の無料相談
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●
Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
：
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
（
婦
人
相
談
室
）
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

＊＝要予約。持ち物などは予約時にご確認ください

▶開館日：平日 9:00 ～ 16:00 ／第３㊏ 9:00 ～ 12:00
※予約のあるイベントは毎月１日から予約受付
●木のおもちゃで遊ぼう（赤ちゃん木育おもちゃ広場）

11/1 ㊍ 11:00 ～ 11:30
●おやまのおはなし会（そよかぜ）　11/8 ㊍ 11:00 ～
11:30　手遊びや歌など
●ぽにょぽにょくらぶ＊　11/14 ㊌ 10:45 ～ 11:15
親子のふれあい遊び。０歳児対象・定員 15組
●身体測定　11/16 ㊎　10 カ月未満＝ 10:20 ～
10:40 ／ 10 カ月以上（立っちができる子）＝
11:30 ～ 12:00
●土曜開館　11/17 ㊏ 9:00 ～ 12:00
●お母さんのカイロプラクティック＊　11/20 ㊋ 10:00
～ 10:40　カイロプラクターによる健康体操。定員８組
●言語聴覚士講演会　11/21 ㊌ 11:00 ～ 11:30　講
師は岩崎早希先生
●11月生まれの誕生会　11/22 ㊍ 11:00 ～ 11:30　
誕生月のお子さんは 10:30 までにお越しください
●よちよちくらぶ＊　11/26 ㊊ 11:00 ～ 11:30　親
子で体を動かして遊びます。１歳５カ月～１歳 11
カ月まで対象・定員 15組
●ミニミニシアター　イベント日以外の11:00～ 11:30
●子育てコンシェルジュ　開館日の第１～３㊍ 10:00
～ 15:00
●子育てに関する相談　随時受け付け

●支援室・園庭で遊ぼう　㊊～㊎ 9:30 ～ 14:00　そ
の他の時間は予約制育児相談
●おしゃべりランチ＊　毎週㊍ 11:30 ～　給食やお
弁当を食べながら楽しいランチタイム。先着５組・
親子 200円。前日から予約可。主食・スプーン持参
●おやつの日　毎週㊎ 11:00 ～　体操、絵本の読み
聞かせ。お菓子とお茶も出ます

●離乳食ランチ＊　10/23 ㊋ 11:30 ～　定員５組
●バースデー色紙製作＊　10/30 ㊋　10 月生まれの
お友だち３人まで色紙を飾り付け、かわいい色紙を
作ります
●発育測定・すくすく相談　10/31 ㊌ 10:00 ～
12:00　身長・体重測定
●七五三製作　11/5㊊・6㊋　千歳飴袋を作ります！
先着 20人までに飴のプレゼントあり
●Baby's day　11/14 ㊌　午前中は赤ちゃんのみ
が遊ぶ時間です。１歳未満のハイハイ時期までの赤
ちゃん対象。お母さん同士の情報交換や気分転換に
来てください。マタニティの方もぜひどうぞ！
●ばぁば先生のベビーマッサージ＊　11/15㊍ 10:30 ～
生後６カ月くらいまでの赤ちゃん対象・定員 3人

ご予約・詳細はHPをご覧ください
●リズムで遊ぼう（まつやま大宮）＊　10/30・
11/13 ㊋ 10:00 ～ 10:30
●親子であそぼう｢落ち葉で遊ぼう｣（まつやま中央）＊

11/1 ㊍ 10:00 ～ 11:00
●フリーマーケット（まつやま中央）＊　11/16 ㊎
10:00 ～ 12:00　市内人気店も出店予定あり！　
ワークショップも開催可。園内イートインスペース
利用可※出店者も募集中。11/9 ㊎出店者説明会
●ワークショップ｢ヨガ｣（まつやま中央）＊　
11/22 ㊍ 10:00 ～ 11:00　お子さんと一緒に参加
できます。500円で託児可

子育てイベント情報

う
る
み
会
鎌
倉
彫
展

　

入
場
無
料
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
▼
日
時
：
11
月
１
日
㊍
～
５

日
㊊
午
前
10
時
～
５
時
／
初
日
午

後
１
時
か
ら
・
最
終
日
午
後
３
時

ま
で
▼
場
所
：
サ
プ
ラ
２
階
多
目

的
ホ
ー
ル
▼
問
：
鎌
倉
彫
う
る
み

会
・
平
松
☎
０
９
０
‐
５
４
０
７

‐
８
６
２
５

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

国
際
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
経
験
の
あ

る
谷
川
真
理
さ
ん
を
講
師
と
し

た
、
き
っ
か
け
作
り
や
健
康
増
進

に
向
け
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
無
料
。

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ク

ラ
ブ
・
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」
で
検
索
▼

日
時
：
11
月
３
日
㊏
午
前
中
▼
場

所
：
た
つ
の
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
▼
申

込
期
限
：
10
月
27
日
㊏
▼
■申・
問
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
・
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
・
三
渕
☎
０
８
０
‐
７
０
０
５

‐
９
９
４
６

新
日
本
婦
人
の
会
み
ず
き
班

秋
の
体
験
会

　

産
直
ボ
ッ
ク
ス
の
野
菜
を
使
っ

て
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
安
心
・
安
全
な
野
菜
で
、

家
庭
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。
新
米
を
試
食
し

な
が
ら
、
お
米
に
関
す
る
簡
単
テ

ス
ト
と
学
習
も
し
ま
す
。
無
料
▼

日
時
：
10
月
29
日
㊊
午
前
10
時
～

正
午
▼
場
所
：
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
：
松
井
☎
65
‐
２
２
５
７

脳
ト
レ
英
語
で
話
し
ま
し
ょ
う
会

　

海
外
駐
在
経
験
者
が
英
語
の
基

礎
か
ら
教
え
し
ま
す
。
認
知
症
予

防
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事
前
に
申
込
▼
日
時
：
11
月
か
ら

の
毎
週
㊎
午
後
４
時
～
６
時
▼
場

所
：
龍
ヶ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ウ
ス
▼
料
金
：
５
０
０
円
／

回
▼
■申
・
問
：
茨
城
県
南
生
活
者

ネ
ッ
ト
・
坪
山
☎
60
‐
８
０
６
７

●
凡
例
：

＝
申
し
込
み
先　

問
＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス　

E
＝
Ｅ
メ
ー
ル　

U
＝
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

コ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

Ｈ
Ｐ
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

＊
市
役
所
代
表
番
号
☎
64
‐
１
１
１
１

さんさん館子育て支援センター
▶�申・問：☎ 62-0123

短縮 U＝ goo.gl/yzqV5n

しらはね保育園子育て支援センター
▶�申・問：☎ 61-3319

U＝http://www.kosodate-web.com/shirahane/

まつやま中央・大宮保育園子育て支援センター
▶�申・問：☎ 62-2234

U＝https://www.yamayurikai.or.jp/nekko/
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　８月 11日と９月８日に「馴柴花いっぱい運動連合会」の皆さん、８月 25日に「川原代ふれあい
協議会」の皆さんが、県道佐貫停車場線でコスモス畑の除草活動を行いました。８月 11日と 25 日
には常陽銀行佐貫支店の皆さん、９月８日には東京電力パワーグリッド㈱竜ヶ崎支社、大和ハウス工
業㈱竜ヶ崎工場、筑波銀行龍ケ崎支店の皆さんが、早朝から協力してくださいました。
　参加者からは、「暑さの中での除草作業は大変でしたが、元気を取り戻したコスモスを見ると達成
感がありました」などの感想をいただきました。
　この活動は、市民活動に「協力したい団体（協力団体）」と「協力してほしい団体（受け入れ団体）」
との橋渡しを行う『龍ケ崎まちづくり・つなぐネット』の事業として行ったもので、協力団体・受け
入れ団体ともに随時登録を受け付けています。希望する団体は、コミュニティ推進課☎ 60-1522 へ
お問い合わせください。

ポンプ車の部　第３分団第２部 小型ポンプの部　第５分団第８部

市消防団がポンプ操法の腕を競う　ー龍ケ崎市消防ポンプ操法競技大会ー

　９月 16日、市役所北側駐車場で「第 53回龍ケ崎市消防ポンプ操法競技大会」が開催されました。
例年雨の中での開催でしたが、当日は３年ぶりに晴れ間が見られました。今年度はポンプ車の部９チー
ム・小型ポンプの部 18チームが出場し、消防ポンプ操法の腕を競いました。
　ポンプ車の部では第３分団第２部（砂町・緑町）が２連覇を達成し、小型ポンプの部では第５分団
第８部（上羽原・別所）が優勝に輝きました。

市内４つの企業が佐貫停車場線の除草活動に協力龍ケ崎まちづくり
・つなぐネット
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広報ボランティアレポート

●「女化神社」が牛久市の中
に飛び地であるのはなぜ？

　皆さんは牛久市の中の龍ケ崎
市の飛び地にある「女化神社」
はご存じですか？　今まで疑問
に思っていたことがありました
ので、市役所や宮司さんに尋ね
てみました。

■なぜ牛久市の中の龍ケ崎市の飛び地になっているのか？

　説明を総合すると、この神社は 16 世紀初めに馴馬の方が伏見
稲荷から招き、神仏習合の時代（神社とお寺が一体の時）、馴馬
の来迎院によって管理されていたとのことです。明治になりお寺
と神社は分離し、その後、龍ケ崎市や牛久市が誕生しましたが、
この神社は馴馬との関係から牛久市の中の龍ケ崎市の飛び地と
なったようです。現住所も馴馬町となっています。

■女化の名前の由来は？

　私が想像していたのは「女が化けて…」でしたが、お話では「（白
狐が）女に化けて…」でした。
　内容は、ある律義者が狐を助けたことから、女に化けた狐が恩
返しに来て夫婦になりましたが、ある時狐であることがばれて
去って行ったという悲しい物語です。その伝承から、「高見原」
と呼ばれていたこのあたりが「女化原」と呼ばれるようになった
とのことです。
　この神社は正月や縁日には近郊の方で賑わいますが、江戸時代
の主要街道だった水戸街道には、馴柴小入口交差点やその先の旧
若柴宿を出たところに女化を示す道標があるくらいですので、昔
から賑わっていたと思います。神社に掲げられている絵馬からも
そのことが偲ばれます。　　　　　　  《広報ボランティア・枡田》

◀女 化 神 社 の 絵 馬。
往時の賑わいが察せ
られます
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石槗朝柊（あさひ）くん
10 月３日生（姫宮町）

黒瀧和季（かずき）くん
10 月 25 日生（根町）

望月虎羽（れう）くん
10 月６日生（佐貫）

可世木梛（なぎ）くん
10 月 14 日生（松葉）

佐藤陽菜（ひな）ちゃん
10 月 18 日生（入地町）

矢口陽禾（はるか）ちゃん
10月17日生（南中島町）

渡辺章仁（あきと）くん
10 月 25 日生（佐貫）

10 月

★赤ちゃんの写真募集★
　12 月・１月に１歳になるお子さんの写真をお寄せください（写真の返却はできません／ web サイトにも掲載
します）。12 月生まれのお子さんの写真は、10 月 31 日（水）まで受け付けます（必着）。締め

切り日を過ぎたものは掲載できませんのでご注意ください。お子さんの氏名（よみがな）・住所・
電話番号、生年月日・性別、デジタルサイネージ（佐貫駅前電子掲示板）への掲載可否を添え、
写真の裏にもお子さんの氏名と生年月日を書き、〒 301-8611　龍ケ崎市 3710　りゅうほー編
集室「我が家の天使」係まで。メールでの応募は QR コードから。

広報ボランティアレポート
　市民環境会議環境部会では、８月 26 日に夏休みの恒例イベントとしてたつのこや
ま裏の破竹川で「水の生き物観察会」を行いました。破竹川は水深が浅く、子どもが
入っても安全な小川です。市民環境会議では、毎年ここで川の生き物を捕まえて生き
物観察を行っています。今回はナミウズムシ、トビケラ、ヨコエビ、ソコエビ、アメ
リカザリガニ、サカマキガイ、ヤゴ、ゲンゴロウ、モロコ、ドジョウ、オタマジャクシ、
クサガメなどたくさんの水中の生き物を観察することができました。
　破竹川は現在、整備されていないので周辺は草がぼうぼうで、子どもたちも近寄れ
ません。今後、雑草を刈ってきれいに整備して水辺の遊び場を取り戻したいものです。

《広報ボランティア：こうだい》

●破竹川（はちくがわ）生き物観察会

▶問：稲敷広域消防本部救急課☎ 64-3846
U＝ http://www.inashiki-kouiki.jp/

◦平日（月～土曜日）：午後５時 30 分～翌朝９時
◦休日（日曜祝日・年末年始）：午前９時～翌朝９時

※相談は無料ですが、通話料金は利用者負担です　茨城県では、10 月１日から ｢おとな救急電話相談
#7119｣ を開始しました。急な病気やケガをしたと
きなどに救急車を呼ぶべきか・病院に行くべきかなど
の相談に看護師などが対応し、適切なアドバイスを受
けられます。迷った時は☎ #7119または☎ 03-
5367-2365へお電話ください！

救急車 !?
　　　病院 !? 迷ったときは#7119へお電話ください！

受付時間
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スポーツイベント→

ア＝アリーナ フ＝フィールド ス＝スタジアム

文化会館・歴史民俗資料館→

10 月 27 日～
11 月 11 日

郷土作家展｢髙橋好文・中敬子」（歴）

４日 第 33 回茨城の太鼓（文）

24 日 龍ケ崎教育の日推進事業教育講演会（文）

25 日 あつみ会音楽会～ピアノ発表会～（文）

●市民文化芸術フェスティバル

10 月 24 日～ 11 月 23 日（文）

文＝文化会館 歴＝歴史民俗資料館

１・８・
15・29 日

バドミントンタイム・卓球タイム
（ア）

２日 龍ケ崎市特別支援教育交歓会（ア）

３日
スポーツフェスティバル
ミニサッカー大会（ア）

３日 ランニングクリニック（フ）

３・４日 第 33 回龍ケ崎学童野球大会（ス）

４日
スポーツフェスティバル
小学生バレーボール交流大会（ア）

４日 流経大サッカー　関東大学リーグ（フ）

10 日 流経大サッカー　関東大学リーグ（フ）

11 日 第 16 回たつのこ杯　龍ケ崎柔道大会（ア）

11 日 アスレッコかけっこフェスタ（フ）

15 日
八原まちづくり協議会
グラウンドゴルフ大会（フ）

17 日 ローズカップ（バウンドテニス）（ア）

17 日 流経大サッカー　関東大学リーグ（フ）

17・18 日
日本少年野球春季全国大会
茨城支部予選会（ス）

18 日 全日本シニアインディアカ大会（ア）

18 日
JFL　流経大ドラゴンズ龍ケ崎
VS　ヴェルスパ大分（フ）

21 日
オープンウォーキング・オープン
フィールド（フ）

22・23 日
全国高校ハンドボール選抜大会
茨城県南地区予選会（ア）

りゅうほークイズ９月号クイズ当選者
　応募総数 126 人、正解者 126 人。正解は「じゅ
うごや」。抽選の結果、図書カードと「湯ったり館」
優待券は會田正さん、石岡ユウコさん、木村道代
さん、髙島好子さん、西舘俊満さん、根本陽子さ
ん、野田みよさん、村田純子さん、柳澤貞臣さん、
山上清子さんが当選しました。おめでとうござい
ます。発送は 10 月下旬の予定。

23・24 日 スポーツフェスティバル（サッカー）（フ）

23・24 日 ヤングリーグ　東西一年生大会（ス）

24 日
東京卓球選手権大会
ジュニアの部県予選会（ア）

25 日
第 55 回龍ケ崎市長・議長杯
市民バレーボール大会（ア）

25 日
JFL　流経大ドラゴンズ龍ケ崎

（チャンピオンシップ）（フ）

25 日 第５回　流通経済大学野球教室（ス）

11 月
火・木・土曜日 卓球・バスケット・ボルダリング

水・金・日曜日 卓球・バドミントン・バスケット

　大会などの関係で、サブアリーナが使用できない場合が
あります。事前にご確認ください。
▶料金（１時間当たり）：一般＝ 150 円／高校生＝ 100 円／小

中学生・65 歳以上の方・障がい者＝ 80 円／未就学児＝無料

サブアリーナのお知らせ

★使用できる競技のスケジュール
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※資源物排出量には、集団回収（子ども会・長寿会など）
で回収された量は含まれていません。

<< ごみ・資源物排出量 >>

中央図書館　　☎ 64-2202

実績値
（H30.8 月）

前年度同月比
（H29 年度）

30 年度累積実績値
（H30.4 ～ 8 月）

市民１人
１日あたりの

家庭ごみ排出量 675g － 42g 693g

資源物排出量 87g － 6g 102g

文学
『星をつなぐ手』＝村山早紀
『冷たい檻』＝伊岡瞬
『蝶のゆくへ』＝葉室麟
『歪んだ波紋』＝塩田武士
『君の唇に色あせぬ言葉を』＝阿久悠

その他
『エンジニアの知的生産術』＝西尾泰和
『ちゃぶだいの昭和』＝小泉和子
『ときめくクラゲ図鑑』＝峯水亮
『秒速！山ごはん』＝萩原浩
『くよくよしない力』＝フジコ・ヘミング

児童
『回転寿司になれる魚図鑑』＝松浦啓一
『こども故事成語』＝齋藤孝
『あいことばは名探偵』＝杉山亮

絵本
『おつきさまのおさんぽ』＝カワチ　レン
『おにのパンツ』＝長谷川義史
『せんたくばさみのサミー』＝ひらぎみつえ

ほかにもたくさんの本がはいりました。

●おはなし会

　10 日（土）午前 10 時 30 分～

　24 日（土）午前 10 時 30 分～

●こぐまちゃんのおはなし会

　13 日（火）午前 10 時 30 分～

●たつの子お話タイム

　10 日（土）午前 10 時 30 分～

広報ボランティアレポート
●稲刈り体験「田んぼ塾」

　北竜台公園駐車場前の田んぼ「親子田んぼ塾、大
人の田んぼ塾」で、９月８日、秋晴れの中、鎌を使っ
て稲刈りを行いました。子どもたちは鎌の使い方に
もすぐ慣れて、自分たちで植えた稲を楽しく刈り取っ
ていました。
　この田んぼ塾は久保台在住の佐藤さんが「自分で
食べるお米を自分で作ってみませんか」と稲作体験
をしたい方たちに指導しています。「田んぼは、仲間
作り」と、田植え・草取り・追肥・稲刈りと、塾生
は楽しく汗を流しています。田んぼ塾では親子で稲
作体験と田んぼの生き物観察も行っており、親子・
一般の塾生を募集しているそうです。稲作体験をし
てみたい方は、ＨＰや Facebook で「龍ケ崎市大人
の田んぼ塾」で検索、または塾長の佐藤さん（E＝
ryukome@jcom.home.ne.jp）に連絡してみてくだ
さい。

《広報ボランティア：こうだい》
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◎ 10 月の納付：市民税・県民税③　国民健康

保険税④　介護保険料④　農業集落排水使用料④

後期高齢者医療保険料④　保育料徴収金　市営

住宅使用料　放課後児童健全育成事業保護者負

担金　※口座振替日は 10 月 31 日です

総数…77,577（-50）/

男性…38,707（-22）/

世帯数…33,676（+ 4）

女性…38,870（-28）

10月１日現在。カッコ内は前月比。

●この広報紙は、株式会社茨城読売ＩＳに委託し、市内の全世帯に配付しています。配
付についてのお問い合わせは市シティセールス課まで。再生紙を使用しています

●休日当番医　診療時間：午前９時～午後４時

　少し前のことで
すが、８月 14 日
に放送されたテレ

ビ番組「開運！なんでも鑑定団」ご覧になりました？
「出張！なんでも鑑定団 in 龍ケ崎」のコーナーに中山
市長さんが出られて、お母様が昭和 33 年にお嫁に来
られた時に鹿児島県の実家から持ってこられた、西
郷隆盛の書の掛け軸を鑑定に出されたんですよ！

　鑑定の結果をドキドキしながらテレビの前で見
守っていた結果！　真筆（本物）で、南洲遺訓とい
う西郷さんの教訓の最後（さいごう？　笑）に書か
れている言葉で、「知恵を謀略などに使うのではな
く、正しい兵法で堂々と戦うのが本当の英雄である」
というような内容でした。傑作というお墨付きが付
き、160 万円という金額が出ました！　ご本人の評
価額は 100 万円でしたので、それを上回る評価額！
　大河ドラマの「西郷（せご）どん」も佳境に入っ

てきました。ドラマを見ていても思うのですが、新
時代になったけれど西郷さんにとっては満足の行く
国ではなく、また幕府を倒した志士たちへの不満や
失望があったのではないでしょうか？　それが書に
も表れていますね。
　市長さんにお会いしたとき、それにしても市長さ
んのお母様は、ずいぶん遠いところからお嫁に来た
んですねと伺ったら、市長のお父様の妹さんと東京
家政大学で同級だったそうで、そのせいか料理がう
まかったですよ～とおっしゃってました。お母様は
鹿児島県の志布志市（しぶしし。しがいっぱい並ぶ
ので有名です）の出身で、生家は国指定文化財になっ
ているそうです。写真を見たら立派な武家屋敷（！）
でビックリ！　いつか行ってみたいな～。
　今回ご親族からは、西郷さんの書は偽物かもしれ
ないから、出したら家の恥になると言われて、そん
なこと言ったって、もうエントリーしちゃったしと、
市長さんも結果が出るまで内心穏やかじゃなかった
そうです（笑）。
　ところで、鹿児島市の西郷さんの銅像は軍服を着
て厳しい姿ですが、上野の西郷さんは犬を連れウ
サギ狩りに行くと
ころで、親しみや
すい姿ですね。上
野は西郷さんが攻
め入った縁の地と
いうことで、明治
31 年に銅像が建て
られました。作は
高村光雲ですがワ
ンちゃんの「ツン」
は他の人の作品で
す。ご存じでした
か？

「せごどんの書」

10/21（日） 竜ヶ崎医院 ☎ 62-0550 池田病院 ☎ 64-1152
10/28（日） 村井医院 ☎ 62-3380 野村医院 ☎ 62-6561
11/3（土） 菊地整形外科 ☎ 64-6111 野上小児科医院 ☎ 65-3375
11/4（日） うちだ医院 ☎ 64-8821 斎藤クリニック ☎ 64-3527

まつど観光大使・龍ケ崎市広報ライターの「るみ
ちゃん」が、外から見た龍ケ崎をお届けします！


